
令和元年度第９回公立大学法人滋賀県立大学役員会議事録 

 

日時・場所：令和元年 11 月 5 日（火）15:30～16:35 評議会室 

出 席 者：廣川理事長、山根理事、髙橋理事、林理事、木村理事、山本監事、元永監事        

 欠 席 者：青木副理事長、倉茂理事 

事 務 局：久保田事務局次長、山田総務課長、辻財務課長、小椋経営企画課長、 

澤村学生・就職支援課長、郡田教務課長、土渕地域連携・研究支援課長 

杉田課長補佐、吉田主幹 

   

   令和元年度第８回公立大学法人滋賀県立大学役員会議事録（案）について、 

原案のとおり承認された。 

 

議 題 

（報告事項） 

１ 令和 2 年度入学者選抜試験の日程等について 

    郡田教務課長から資料に基づいて説明があった。 

 

   〔主な意見・質疑等〕 

・大阪府立大学と大阪市立大学を管理運営する法人が統合されたが、大阪府は、大

阪府内出身で保護者の年収が一定金額未満の者について、学費を全学免除する方

針と聞いている。大きな影響を受ける周辺の大学では、いろいろ議論になってい

ると聞く。本学が影響を受けるかどうかはわからないが、対策は考えておいた方

が良いと考える。 

→現在、本学の入学金は、県内の入学者で国立大学と同等、県外の入学者で

1.5 倍となっている。来年 4 月から新しい減免制度が始まるが、進学にどう

影響するのかは予断を許さない状況と考えている。 

 

（その他） 

１ 公立大学協会学長会議等について 

    廣川理事長から資料に基づき報告があった。 

 

   〔主な意見・質疑等〕 

・滋賀県立大学は、静かな良い雰囲気で大学の運営がなされていると思う。この段

階で色々なことを全部取り入れるのではなく、もう一度、きちんと教育研究につ

いて皆が共通認識を持つことが、本学の良さをより向上させるのではないか。 


